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最後の年の最初の交流イベント 華々しく開催 

おかえりなさい！皆高生 8,250名 ～今から始まるファイナルイヤー～ 
4 月 27 日（日）皆野高校体育館と校舎を利用して、在校生と卒業生との交流イベントを開催しました。 

皆高は今年度 60 年目、昭和 44 年３月卒業の１期生から在校生 58 期生まで歴史を繋いできています。 

今回の取組のひとつに「全世代集合チャレンジ」と銘打って実施した挑戦は、残念ながら成功に至りま

せんでしたが 5 つの世代を除く、1 期生から 58 期生までの 53 世代に集合していただきました。参加総

数５０２名と大変多くの先輩方、旧職員の先生方に参加していただき盛り上がりました。 

閉じる学校が、その年の４月にこのようなイベントを開催するという事は過去にはありませんでした。

このイベントが実施でき、成功したのは先輩方の皆高に対する感謝の気持ち、最後の後輩となる在校生へ

の応援の気持ち、そして皆高には勢いがあるからだと感じています。このイベント後も、卒業生の方から

具体的な応援の提案などもいただいています。 

今回開催主旨の 1 つは、卒業生の皆さんに母校に帰ってきて、母校を応援していただきたい。もう 1 つ

は、年度当初の 4 月卒業生に集まっていただくことで、皆高ファイナルに向けての様々な取組を知って

いただき、より多くの先輩方に応援していただきたいという事です。今回の交流イベントに参加できなか

った先輩方にも、次回には参加、ご支援していただけるようにお願いいたします。現在、このイベントに

参加していただいた先輩方の輪がさらに広がっているとの連絡もいただいています。 

皆野高校の在校生、教職員が一丸となり多くの皆さま方のご支援をいただきながら皆野高校最終章、エ

ピローグづくりに取り組んでいきます。 

イベント開催に向け実施した先輩方への周知活動（学校と 60 年のあゆみ実行委員会が連携した活動） 

HP（本校・県）、地域店舗等へのポスター掲示、ｶﾞｲﾀﾞﾝｽ参加企業等へポスター掲示依頼、チラシの

配布、皆野町回覧板、ちちぶエフエム 1 時間番組出演、秩父みやのかわナイトバザールへ 2 回出店（実

行委員会として）2/15・4/19、秩父全地域の新聞折り込みチラシ配付、読売新聞 4/15・東京新聞 4/24

で開催事前告知記事、広報みなの・おがの・よこぜ・市報ちちぶ 4 月号への掲載、町や地域・先輩方個

人の SNS 発信、同窓会 LINE 公式アカウントからの発信、そして先輩方同士の口コミなどなどです。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

「全国！中高生ニュース」（約 2 分）本校生が出演！  5月26日㈪ 6時27分頃よりTBSテレビ朝の 

情報番組「THE TIME,」内で放送されました。このコーナーは全国の中高生がアナウンサーやスタッフとなっ 

てその学校のニュースを伝えます。5人の生徒たちの視点でリポートしてくれました。今後も 3 月まで継続して出演予定

です。是非、ご覧ください。5/26動画TikTok配信中（右記QRコードから見られます）。https://vt.tiktok.com/ZShwjABsd/ 
 

春の全国交通安全運動 2025で使用したボードを活用 「町役場」「秩父警察署」 での展示 
 春の全国交通安全運動では、4月 4日皆野町役場おまつり広場での出発式、4月 9日皆野寄居有料道路料金所での

交通安全お守り配布と、生徒たちが活躍しました。今回、生徒が製作し 4月 4日の交通安全宣言時に使用した、埼玉県

警察が推奨する高齢者が安全運転を続けるために取り組んでほしい「さ・し・す・せ・そ」の手 

作りボードを、町役場正面入口内に 4月 7日から展示、その後 5月 12日からは秩父警察署 

に展示。さらに、生徒たちが秩父警察署へ出向き、警察署に来署された方々へﾜﾝﾎﾟｲﾝﾄ交通 

安全教室として手作りボードで説明したり、自転車乗車時ﾍﾙﾒｯﾄ着用につても本校ｵﾘｼﾞﾅﾙも 

含んだ交通安全啓発品を配布しながら呼びかけ、交通事故のない街づくりに協力しました。 

TBSテレビ 

継続放送決定 

埼玉県立皆野高等学校 

【校訓】   

 

 

  

 

https://vt.tiktok.com/ZShwjABsd/


令和 ７ 年 度 学 校 自 己 評 価 シ ス テ ム シ ー ト （ 県立皆野高等学校 ）   

目 指 す 学 校 像 
校訓（誠実・勤勉・協力・奉仕）の理念の下、 

地域の活性化に寄与し、地域社会と産業を支える人材を育成する学校 
      ※学校関係者評価実施日とは、最終回の 

 学校評価懇話会を開催し、学校自己評 

 価を踏まえて評価を受けた日とする。        

達 

成 

度 

Ａ ほぼ達成(８割以上)  

重 点 目 標 

１ 主体的・対話的で深い学びを推進し、確かな学力を育成する。 

２ 地域の人材と資源を活用し、地域と連携した特色ある学びを推進する。 

３ 思いやりの気持ちの醸成やあいさつの励行を通し、健全な心身を育成する。 

４ 生徒の特性に応じた進路指導を推進し、地域で活躍する人材を輩出する。 

 Ｂ 概ね達成(６割以上)   出席者 学校関係者     名 

    生徒        名 

    事務局(教職員)   名 
 Ｃ 変化の兆し(４割以上)   

 Ｄ 不十分(４割未満)   

         

学 校 自 己 評 価  学 校 関 係 者 評 価 

年 度 目 標 年 度 評 価 （  月  日  現 在 ）  実施日 令和 年 月  日 

番号 現状と課題 評価項目 具体的方策 方策の評価指標 評価項目の達成状況 達成度 次年度への課題と改善策  学校関係者からの意見・要望・評価等 

１ 

【現状】生徒の資質・能力に寄り添っ

た指導を行っている。加えて、体験的

な学びや商品開発、資格取得の奨励

等、外部との連携を進めている。 

【課題】在籍生徒が３年生のみとな

り、社会で活躍できるよう卒業後を見

据えた指導が必須となる。 

〇基礎学力の定着を図るきめ細やかな

学習指導〇授業研究等校内研修の継続 

〇検定試験挑戦の奨励と成功体験の機

会の確保〇地域等外部との更なる連携 

〇ＩＣＴ機器の積極的な活用 

基礎学力の定

着と学力の向

上、学びの深

化を目指すこ

とが できた

か。 

①授業研究週間の設定と協議会の実施。

（通年） 

②検定合格者数を増加させる。（通年） 

③生徒理解に基づいた指導を主に、各教科

での総合的な評価方法を実施。（通年） 

④アンケートを用いた授業改善。（通年） 

⑤ICT 活用とアクティブラーニングを用い

た授業の実施。（通年） 

⑥高校通級による生徒の社会性体得。（通

年） 

①相互に授業見学をし、協議会で意

見交換ができたか。 

②計画的な検定試験指導により、合

格に導くことができたか。 

③各教科で多面的・総合的に評価し

たか。 

④生徒アンケートを実施し、評価結

果を分析し授業改善ができたか。 

⑤生徒が自主的に授業に取り組むこ

とができたか。 

⑥教育支援プランに沿って計画的に

指導できたか。 

    

 

２ 

【現状】特色ある教育活動を実施する

とともに、地域と連携し規模を維持し

た行事等を実施することができた。 

【課題】昨年度よりも生徒や教職員が

一層減少した中で行う、統合や周年行

事等の行事やイベントについて、工夫

を凝らす必要がある。かつ、地域と相

互協力し、外部人材の活用を取り入

れ、人数が少ないからこそできる教育

に挑戦する。 

〇町役場、商工会等地域と情報共有を

図り連携協力する。 

〇異校種等と連携し、生徒の活躍の場

を設ける。 

〇秩父圏域４高校の行事等の継続実

施。 

地域の人材と

資源を活用し

た、皆野高校

ならではの唯

一無二の教育

活動を行うこ

とと外部に発

信することが

できたか。 

①開発商品の販売実習を行う。（通年） 

②学校運営協議会を開催し、行事（文化祭

等）で協力を得る。（3回） 

③異校種等と交流事業を行う。地域人材の

活用を促進する。（通年） 

④進路懇談会(6月)、在り方生き方教育の

実施。（通年） 

⑤本校の取組を逐次発信（HP毎日更新。皆

高 CS times（学校新聞）毎月発行・地域

配布。報道依頼等）。（通年） 

⑥中学生対象の進学相談会(7月)、見学会

(1月)、説明会(1月)への参加。ちちぶｴ

ﾌｴﾑ出演。（通年） 

⑦交通安全運動で有料道路料金所でのお守

り配布（2回）、ミニ門松制作配布等。 

①商品開発の販売実習等実施できた

か。 

②学校運営協議会での意見交換・提

言を活用できたか。 

③地域の各機関との連携を活性化す

ることができたか。また統合にあ

たり同窓生と交流を深めることが

できたか。 

④地域の協力を得て実施できたか。 

⑤ＨＰ更新回数やアクセス数、新聞

等へ取り上げられる回数が増加し

たか。 

⑥秩父定住自立圏と連携できたか。 

⑦地域行事（お守り配布等）へ参加

することができたか。 

    

 

３ 

【現状】生徒が主体的に参加する学校

行事や部活動、生徒会活動は行えてい

る。一方、学校を休みがちな生徒も見

受けられる。 

【課題】引続き基本的生活習慣の定着

や社会性規範意識を育成、コミュニケ

ーション能力の育成を実施する必要が

ある。 

〇生徒の活躍の機会確保 

〇挨拶励行と整容指導の継続 

〇ＳＣや巡回支援員等外部専門家を活

用した相談体制の継続維持 

〇外部専門家による講演会等の実施。 

活気ある学校

行事や部活動

等を実施する

ことができた

か。また、日

常的に声掛け

をし、きめ細

やかな生徒指

導を行うこと

ができたか。  

①遅刻指導の実施（通年）。 

②自転車使用について指導を実施（ 2

回）。 

③土砂災害訓練等総合防災訓練の実施（4

回）。 

④SC 等関係機関と教職員、保護者連携によ

る教育相談の実施。（通年） 

⑤人権学習の実施・地区実践報告会発表。 

⑥学校生活アンケートの実施（2回） 

①遅刻回数（延べ）が減少したか。 

②自転車事故を防止できたか、講習

会等での指導を実施したか。 

③消防署員の指導のもと、火災・地

震・土砂災害等の訓練において、

的確に判断・行動できたか。 

④SC 等関係機関と連携して活用状

況と生徒・保護者の満足度は高ま

ったか。 

⑤人権学習を実施・発表できたか。 

⑥結果を分析し、改善に結びつける

ことができたか。 

    

 

４ 

【現状】生徒一人ひとりに応じた指導

により令和６年度は 12 月には進学・

就職希望者全員進路決定をした。 

【課題】個々の能力や嗜好に合致した

進路希望の実現を目指した指導が不可

欠となる。 

〇計画的系統的指導の継続〇理解を頂

いている企業との信頼関係を維持〇就

職支援員等を積極的に活用〇「進路の

手引」の見直しと有効活用の徹底。 

３年間を見通

した系統的・

組織的な進路

指導により、

希望進路の進

路実現に繋げ

ることができ

たか。 

①「進路の手引」を活用し、計画的系統的

な指導の継続実施。（通年） 

②各種職業検査や進路対策指導の実施。就

職後の働き方指導の実施。（通年） 

③進路決定に向けた面接練習。（通年） 

④企業見学会への参加。（通年） 

①「手引」を適宜活用できた。 

②各種職業検査や進路対策指導が実

施できたか。 

③PTA や就職支援員等と面接や指導

を受けて進路が決定したか。 

④企業見学会へ生徒が参加し理解を

深めたか。 

    

 


